南アルプス市立白根百田小学校　　自己評価書
１　教職員による自己評価について（平成２４年７月実施）
（１）集計結果
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①

学校教育目標、めざす児童像を意識しながら、教育活動

を進めている。

②

さまざまな教育活動が、学校教育目標達成のため、具体

的な見通しを持って行われている。

③

教育課程や指導計画は、本校の実態に即したものとなっ

ている。

④

教育公務員としての自覚を持ち、職務に従事している。

⑤

職員間の連携や協力体制がとれている。

⑥

職員間での報告・連絡・相談を密にするよう努めている。

⑦

児童や教職員の個人情報の管理を適切に行っている。

⑧

教職員の適性・能力に応じた校務分掌の分担がなされ意

欲的に取り組める環境にある。

⑨

職員会議が情報交換と課題検討の場として有効に機能し

てる。

⑩

学校行事は職員の共通理解の下に実施され、内容も適切

である。

⑪

教職員間の相互理解が十分になされ信頼関係に基づい

て教育活動が行われている。

①

児童が意欲的に取り組む指導内容・指導方法の工夫を

図っている。

②

教科の基礎的・基本的内容を確実に定着させようと努力し

ている。

③

個に配慮した授業を行っている。

④

朝の学習（１５分間）は、基礎学力の定着をめざしながら、

効果的に実施している。

⑤

宿題や家庭学習に対する指導を行っている。

⑥

道徳では、生命尊重や思いやりの心を育てることを重視

し、指導に努めている。

⑦

総合的な学習では、ねらいをふまえた活動計画を立て、実

践している。

⑧

学級活動の指導に当たっては、児童の自主的・自発的な

自治活動を意識して行っている。

⑨

各教科等の授業時数を確保することに努力している。

①

あいさつや時間を守るなどの基本的生活習慣に関する指

導を確実に行っている。

②

児童が我慢強く、粘り強くやりぬくことを意識した指導を

行っている。

③

教師と児童の心の触れ合いを深めるための活動を通して

信頼関係を強めることに努めている。

④

家庭との連携を密にし、教師と保護者の信頼関係を築くよ

う努力している。

⑤

教育活動全体を通して、学習・生活のルールやマナーを

身につけさせるよう努めている。

⑥

教職員の共通理解の中、学校の決まりや約束ごとの指導

をし、成果が見られている。

①

校舎内外の安全点検を計画的に実施することにより、危険

個所・修理箇所の対応ができている。

②

登校・下校時、または下校後の安全指導に配慮し、指導を

行っている。

③

施設・設備は安全に使用され、また活用されやすいように

整備されている。

④

緊急時の対応（防災・防犯）について共通理解が図られ、

計画的に訓練がなされている。

①

研究会で話し合われた論理や方法、授業研究の成果を日

常の実践に生かそうとしている。

②

教材研究を積極的に行い、授業の改善・工夫に努めてい

る。

①

授業参観・部会・学校公開は、学校との連携を深めるため

に、有効に活用されている。

②

学校・学年・学級だよりなどにより、適時必要な情報提供を

図っている。

③

地域の人材や文化財・自然環境などを、積極的に教育活

動に取り入れるよう努力している。

7

その他

①

清掃、花壇の管理、花作りなど、美しい環境づくりの推進

に努めている。
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（２）記述欄集計

１　学校経営，学校運営

○　それぞれの先生が持ち味を生かし，子供の指導に当たっていて，あちらこちらでの連携もとられて
すばらしいと思う。

○　①について反省します。

○　学年学級の問題を学校全体で理解し取り組んでくださるので心強く，何とか学級経営が成り立って
いる。

２　教科の指導

○　個別に対応しなければならない児童が多く，支援に入っていただいているがそれでも十分な対応が
なかなかできないので工夫したい。

○　指導内容が多く基礎学力定着のための習熟の時間があまりとれない。宿題，残り学習でしかできな
いのは苦しい。

３　生徒指導

○　一生懸命こつこつと努力している姿を見かけたらほめてあげようと思っている。

○　口の利き方が悪い子が多い。まず授業中の発言をきちんとすることから改善しなければと思う。授
業中はけじめをつけさせたいと思う。

○　家庭との連携をはかろうと努力しているが，家庭の協力が得られないケースがある。（問題がある子
ほど親は無関心）

○　集団下校の集合時間を守るようにしたい。時間を守って早く出ても２０分くらい待つこともあった。
時間を守ることを徹底したい。

○　取り組みはしているがなかなか成果が上がらないので今後も引き続き取り組んでいきたい。

○　あいさつについては，私が来た年よりも成果が見られてよくあいさつするようになってきている。
他の面（生活面）の成果となると，ルール・マナーの徹底は今ひとつではあるがメールで家庭へ協力
を求めたり通信を出したり努力はしている。

４　安全管理

○　集団下校時に問題点があった時は，休み時間に班の児童を集めて指導している。すばやい指導が有
効なので，これからも問題があった時には指導をしたい。

○　集団登下校で，道の歩き方・並び方・道路の渡り方・あいさつ等の課題はたくさんある。今後もし
っかりと指導していきたい。

○　教頭先生がすぐに対応してくださり助かっている。登下校の安全指導についてもそのすばやい対応
をいつもすばらしいと思う。

５　研究・研修

○　校内研の内容についてもっと理解を深め日々の授業に生かしていきたい。　

○　個への対応，対症療法に追われ，全体への予防教育がなかなかできずにいたが，今年度伊藤先生の
心理プログラムは全校へ広めて生かしたいものだった。

６　保護者・地域との連携

○　１年生保護者向けの救急法講習会は，これまでのように親子試食会とセットになっている方が出席
はよいと思う。　

○　シンフォニー，メールの発信，ＨＰのＵＰなど，私たちの実践・考えが伝わるようにと管理職の先
生方にはご苦労いただいているがその効果は絶大だと思う。　

７　その他（その他，全体を通しての成果や課題・改善案がありましたら，自由に書いてください。）

○　校長先生・教頭先生が児童や保護者への対応にとてもよく相談に乗ってくださり，また助言もくだ
さるので大変ありがたかった。

○　６年生が１年生のところによく来てかかわってくれる。縦割りの活動につながるものとしていいな
と思って見ている。　

○　清掃時間はだれも職員室にはいず全員で子供を指導し汗を流すが当たり前，大変そうなところを見
つけたらそっと手を貸す，協力することができるすばらしい学校だ。担当となっている先生一人の負
担が大きいところは見直していかなくてはと思っている。
２　児童アンケートについて（平成２４年７月実施）
　（１）集計結果
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わたしは、学校からの便りや通知を、家の人にわ

たしている。

わたしは、家庭学習（宿題など）をしっかり行って

いる。

アンケート対象：２年生以上３３２名

先生は、やってよいこと・悪いことを、しっかりと教

えてくれる。

わたしは、家族に学校での出来事について、よく

話す。

わたしは、家で交通事故や不審者から身を守る

方法を教えてもらい、気をつけている。

わたしは、朝ごはんを食べて、登校している。

先生は、わたしたちの意見や考えをよく聞いてく

れる。

先生は、勉強でわからないところがよくわかるよう

に教えてくれる。

先生は、わたしが努力したことを、認めてくれる。

先生は、いじめやけんかでわたしたちが 困ってい

る時、よく取り組んでくれる。

わたしは、先生や友だちにしっかりあいさつをして

いる。

わたしは、掃除や自分の仕事に、しっかり取り組

んでいる。

わたしは、命の大切さや社会のきまりについて、

理解し、気をつけている。

わたしは、自分を大切にすることや友だちへの思

いやりについて、理解し、気をつけている。

わたしには、困った時に、相談にのってくれる友

達がいる。

わたしは、授業がわかる。

わたしは、授業でわからないことなどを進んで質

問している。

わたしは、自分で考えたことを、進んで発表して

いる。

わたしは、学校へ行くことが楽しい。

わたしは、友達と仲良くしている。

わたしは、友達にいやがることを言ったり、いやがる

ことをしたりすることが最近ない。

わたしは、友達からいやがることを言われたり、い

やがることをされたりすることが 最近ない。

質問項目

回　　収　　数　：３２８名

回　　収　　率　：９８．８％

0%20%40%60%80%100%

そう思うほぼそう思うあまりそう思わない

そう思わないわからない


【参考】
①「わたしは，学校へ行くことが楽しい」…７９.９％（そう思う=54.3％，ほぼそう思う=25.8％）

⑥「わたしは，授業がわかる」　　　　　…８６.１％（そう思う=49.2％，ほぼそう思う=36.9％）
⑭「先生は，勉強でわからないところがよくわかるように教えてくれる」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…９０．９％（そう思う=75.1％，ほぼそう思う=15.8％）

　（２）考察

１　学校生活について

＊集計結果①～⑤　⑪⑫に関して

○　学校が楽しいと答えている児童が，「そう思う」「ほぼそう思う」を合わせて，８０パーセントとな
　っており，学校生活を楽しんでいる児童が多い。一方，「あまりそう思わない」「そう思わない」と回
　答している児童が２０パーセントおり，楽しくない要因を聞いたり，相談に乗ってあげたりできるよ
　うに，受け持ちなどが気をつけてあげていく必要があると思われる。

○　友達と仲良くしていると回答している児童が多い。また，困ったときに相談に乗ってくれる友だち
　がいると答えている児童も多い。これらのことが，学校が楽しいと感じている児童につながっている
　と思われる。
△　友だちにいやがることを言ったり，いやがることをしたりすると回答している児童に比べ，いやが
ることを言われたり，されたりしていると感じている児童の方が多い。このことから，言った側，働
きかけた側はそのつもりがなくても，受け止める側は嫌だと感じていることが考えられる。日頃の学
級指導でも，子どもたち同士の話を聞いてみると，「そういうつもりじゃなかった」ということがある。
相手への心配りをお互いにしていける大切さや，誤解を解くために友達同士で話をさせたり，教師が
話を聞いたりしてあげることも必要かと思われる。そのことが，学校生活をあまり楽しくないと回答
している児童への支援にもつながると予想される。

＊集計結果⑨～⑩に関して

○　あいさつをしていると回答している児童の割合は，８０パーセントを超えており，多くの児童は自
　主的にあいさつをしている。昨年よりも比率が上がっている。児童会の取り組みや，教師も意識を強
　く持って取り組んだことなどが功を奏して，あいさつの様子を良い方向に変えてきたと思われる。

２　学習について

＊集計結果⑥～⑧　⑬～⑰に関して

○　「授業がわかる」と回答している児童は８０パーセントを超えており，概ね授業を理解している。
　一方，「あまりそう思わない」「そう思わない」１０パーセントの児童に，補習や，Ｔ・Ｔを活用した
　りして，応じてあげられるようにしていくことが望まれる。

○　先生たちの聞く姿勢や指導のあり方については，おおむねよいと受け止めている。
△　授業で質問しやすいか，進んで発表しているかについては，できていないと回答している児童が多
い。この傾向は，あまり改善されていない。発表力や，発表しやすい環境つくりへの手立てや工夫を
していくことがさらに必要と思われる。

△　子どもたちの先生たちへの受け止め方は，おおむねよいではあるが，反面⑬⑮⑯の回答をみると，
　友だちとトラブルなどあったときや，自分たちが考えていることなどもっと聞いてほしい，また自分
　の努力を見ていてほしいと感じている児童への対応の必要も感じる。
３　家庭でのことについて

＊集計結果⑱～ eq \o\ac(○,22)
○　ほとんどの子が朝ごはんを食べている。
○　家庭学習（主に宿題をさしていると思われるが）は身についている児童が多い。家庭学習をしない
　児童の数値は昨年とほぼ同じである。定着しない児童は，なかなか改善されずにいるのかもしれない。
△　学校での出来事はあまり話さない様子が見られる

３　保護者アンケートについて（平成２４年７月実施）　
　（１）集計結果
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子どもに，学校のことや出来事をよく尋

ねる。

子どもの話をよく聞いてあげている。

家庭内で「おはよう」「おやすみ」等のあ

いさつがされている

機会があれば，ボランティアとして教育

活動の支援をしてもよい。

学校からの文書やお便りなどはよく読ん

でいる。

授業参観や学校行事には積極的に参

加している。

子どもは，学校に行くのを楽しみにして

いる。

子どもは，友だちと仲良く生活している。

子どものしつけや基本的生活習慣に注

意を払っている。

子どもの様子に変化があれば，すぐに

先生に知らせ，相談している。

質問項目

子どもは，学校のことをよく話す。

子どもは，学習がわかり，基礎学力が身

についている。

学校は，生命を大切にする心・思いやりの心

や社会のルールを守る態度を育てている。

学校は，授業参観や学校開放等で，子

どもの様子を見る機会を設けている。

アンケート対象：

学
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活
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に

つ
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て

学校，学年・学級からのお便りやホーム

ページ等で，学校の様子がよくわかる。

先生は，基礎基本の徹底や学習のつま

づきなどに積極的に取り組んでいる。

先生は，保護者からの相談に適切に対

応してれる。

先生は，子どもの話をよく聞き,よく理解

してくれる。

学校は，保護者に教育目標や教育方針を

伝えている。

学校では，特色ある教育活動を進めている。

（朝学習，縦割り班活動，体験活動など）

回　　収　　数　：

回　　収　　率　：81.5%

0%20%40%60%80%100%

そう思うほぼそう思うあまりそう思わない

そう思わないわからない


（２）考察

１　アンケート全体より

　○　全２０問の質問のうち，否定的な回答が２０％以上を占めるものが６問ある。しかし,「わからない」を除

くと，その数は３問になることから，保護者は学校教育に対しては十分理解を示してくれていると考えてよ

い。

　　　　＊肯定的な回答が８０％未満の質問

　　　　　2-4「子どもは，学習がわかり，基礎学力が身についている」　　････････････78.2％

　　　　　3-3「子どものしつけや基本的生活習慣に注意を払っている」　　････････････78.6％

　　　　　3-4「子どもの様子に変化があれば，すぐに先生に知らせ，相談している」････73.6％
２　学校の教育活動について

　　　　○　開かれた学校をめざし，授業参観や学校開放日の設定やお便り，ホームページ，学校連絡メールなどによ
り積極的に情報公開を行っている事に対して，保護者は理解を示してくれている。

○　1-6「先生は，基礎基本の徹底や学習のつまづきなどに積極的に取り組んでいる」への回答として，「あまり
そう思わない」「そう思わない」が20％近くを占め，この数年ほとんど変わっていないが，昨年度に比較する
と，「あまりそう思わない」保護者の割合が少ない。

３　子どもの様子について

　　　　○　2-4「子どもは，学習がわかり，基礎学力が身についている」の回答は２０％以上が否定的であった。

４　保護者自身について

　　　　○　4-1「学校からの文書やお便りなどはよく読んでいる」，4-2「授業参観や学校行事には積極的に参加
している」，4-5「子どもによく学校ことや出来事をよく尋ねる」，4-6「子どもの話をよく聞いてあげ
る」，4-7「家庭内で“おはよう”“おやすみ”などのあいさつがされている」の質問に対しては，肯定
的回答が８０％以上を占めた。

○　4-3「子どものしつけや基本的生活習慣に注意を払っている」，4-4「子どもの様子に変化があれば，すぐ
に先生に知らせ，相談している」に対する回答はおよそ２０％が否定的であった。

　　　まとめ

　　　　保護者は

①　学校が積極的に行っている情報公開に対し，十分理解を示し，評価している。
⇒⇒学校に対して好意的である。
　　　　②　子どもとの会話に努力している。⇒子どもと良好な関係を築くよう努力している。

　　　　　しかし，子どもの学力に関しては不安があり，子どもの基本的な生活習慣はあまり注意を払わず，子
どもの様子に変化があっても，あまり先生には知らせようとしない保護者も存在している。　
　　

